





































SRTM（Shuttle Radar Topography Mission）に
よる標高モデルや日本の経済産業省とNASA共
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た写真を示すが，これらの写真からもわかるよう
に，地形データで表現されているような凸凹した
地形は存在していない。この比較より，SRTMお
よびASTER GDEMによる標高モデルでは，平坦
な地形を正しく再現できていないことがわかる。
以上より，SRTMやASTER GDEMのデータは山
地などの起伏の分析には有効であるが，平坦な地
形ではノイズのような誤差が含まれており，微地
形を判別するのは困難であることが分かった。
５．まとめ
　本稿では中国の東北地域を対象として，フリー
ソフトであるQGISと無料公開されている地形
データを利用して，標高マップを作成する手順を
説明した。またSRTMおよびASTER GDEMによ
る地形データと現地写真の比較を行った結果，山
地のような大きな起伏を分析することには有効だ
が，微地形の判別に利用することは困難であるこ
とが分かった。
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図６　図４中に示すカメラ位置周辺から南方向に撮
影した現地写真
